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概要 

Abstract 

高齢期における転倒は、死亡や要介護のリスクとなることから、積

極的な予防が必要である。この大学院セミナーでは、「人はなぜ転倒

するのか？」を疑問として、転倒の多様性を運動学・サルコペニアフレ

イルの観点から自身の研究成果を紹介しつつ、先行研究をもとに紐解

いていく。また、転倒した後も転倒恐怖感によりさらなる転倒の危険が

あり、運動機能低下などと悪循環を呈することについても触れる。最後

に、聴覚に対するリズム呈示がヒトの歩行機能に与える影響について

の研究を紹介し、今後の転倒予防戦略について議論したい。今後も疫

学調査を中心に立位姿勢の制御に関わる機能について研究を続け、

転倒恐怖感や運動機能低下の悪循環を止めるための方策を模索して

いきたい。 
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